
1977年以前出上の木簡∈三)

奈
良
。
平
城
宮
跡

（多

〓
灰
北
）

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四
年

（昭
３９
）

一
一
月
を

一
九
六
五
年
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
柾
本
亀
治
郎

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衡
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
第
二
二
次
北
の
調
査
は
、
第
二

一
次
調
査

Ω
削
項
参
照
）
に
東
接

す
る
地
域
で
、
三

一
〇
〇

ｍ２
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。
検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は

井
戸
三
基
と
掘
立
柱
建
物
、
柵
及
び
濤
と
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
関
野
貞

『
平

城
京
及
大
内
裏
考
』
以
来
左
京

一
坊
大
路
が
存
在
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

た
が
、
調
査
の
結
果
は

一
坊
大
路
推
定
地
に
も
官
衝
跡
が
検
出
さ
れ
平
城
官
が

東

へ
拡
張
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
井
戸
三

基
、
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
柵
三
列
、
濤
五
条
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
木
簡
が
出
土

し
た
の
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
と
そ
こ
か
ら
流
れ
で
る
玉
石
組
の
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇

四
七
と
そ
れ
が
流
れ
込
む
南
北
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
、
き
ら
に
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
の

西
四
ｍ
の
と
こ
ろ
を
流
れ
る
南
北
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
で
あ
る
ゃ

Ｓ
コ
一二
〇
四
六
溝
　
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
は
発
掘
区
の
ほ
ぼ
中
央
で
検
出
さ

れ
、
東
西
五

・
一
五
ｍ
、
南
北
三
ｍ
の
長
方
形
で
木
製
の
井
戸
わ
く
を
も
ち
、

掘
立
柱
の
覆
屋
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
湧
水
は
南
西
隅
に
と
り
つ
け
た
暗
渠
の

木
樋
で
あ
摩
れ
出
、
玉
石
組
の
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
四
七
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
木
簡

は
井
戸
の
堆
積
土
中
か
ら
曲
物
、
箸
、
箆
、
人
形
と
と
も
に
二
点
出
土
し
、
ま

た
井
戸
底
の
ノミ
ラ
ス
中
よ
り

一
点
出
土
し
た
。
釈
読
可
能
な
の
は
堆
積
土
中
か

ら
出
土
し
た

一
点
の
み
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
三
〇
四
七
溝
　
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
の
排
水
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
四
七
は
木
樋
の
暗

渠
か
ら
先
ず
玉
石
濤
の
開
渠
に
な
り
、
さ
ら
に
側
板
を
ほ
ゼ
こ
し
た
濤
と
な
つ

て
南
西
に
の
び
、
西
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
九
の
排
水
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
に
合
流
す

る
。
木
筒
は
玉
石
濤
の
堆
積
土
上
層
か
ら
曲
物
や
箸
と
と
も
に
木
簡

一
点
が
出

上
し
た
が
、
釈
読
で
き
な
か
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
溝
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
は
、
東
西
柵
三
〇
二
三
附
近
で
濤
幅
を
ひ

ろ
げ
、
撮
ざ
三
〇
ｃｍ
ほ
ど
全
幅
は
約
八
〇
ｃｍ
と
な
る
。
濤
の
堆
積
層
は
上
下
の

二
時
期
に
わ
か
れ
ち
。
木
筒
は
上
下
両
層
か
ら
計

一
六
点
出
土
し
た
。
上
層
か

ら
は
、

「
酒
司
／
と
酒
」

と
記
し
た
墨
書
土
器
と
と
も
に
木
簡

一
四
点
が
出
土

し
た
。
下
層
か
ら
は
曲
物
、
箸
、
板
な
ど
と
と
も
に
木
簡
二
点
が
出
上
し
て
い

る
。
上
層
か
ら
は
宝
亀
元
年
銘
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
の
で
い
こ
の
濤
は
宝

亀
元
年
に
も
な
お
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｓ
Ｄ
一二
〇
一一五
薄
　
深
さ
約
二
〇
ｃｍ
、
濤
幅
約
七
Ｏ

ｃｍ
で
あ
る
が
、
発
掘
区

の
南
端
で
は
、
た
ま
り
状
に
広
が

っ
た
と
思
わ
れ
、
幅
は
約
四

・
五
ｍ
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
こ
の
濤
に
沿
っ
た
東
側
に
は
芝
垣
状
の
も
の
が
南
北
に
続
い
て



い
る
。
濤
の
堆
積
土
は
四
層
に
わ
か
れ
、
木
簡
は
堆
積
土
全
体
か
ら
計
五
六
二

点
出
土
し
て
い
る
。
と
く
に
第
三
層
と
第
四
層
と
が
多
く
、
最
下
層
で
あ
る
第

四
層
か
ら
は
、
こ
の
発
据
区
で
最
古
の
年
紀
で
あ
る
霊
亀
の
紀
年
銘
を
も
つ
も

の
が
三
点
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
最
上
層
か
ら
は
天
平
勝
宝
八
歳
の
木
簡
が
出

土
し
て
い
る
。
こ
の
濤
で
は
木
簡
と
と
も
に
曲
物
、
箸
、
檜
扇
、
人
形
、
騎
馬

像
の
レ
リ
ー
フ
の
あ
る
厚
板
が
出
土
し
て
お
り
、
墨
書
土
器
に
は

「
酒
」
「
酢
」

な
ど
と
記
し
た
も
の
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
コ
三
〇
四
六

Ｌ

静

評

鶏

一一人
□

八
升

・×
一―‐
日
日
日
日
日
――
日
日
日
日
日
日
日
日
一　
　
　
（駕
）×
６
）×
囀　
ｏ鸞
　
二
五
四
九
号

Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇

図
Ｌ
＜
能
登
國
能
登
郡
□
□
郷
□
□
里
□
□
ざ

Ｌ

＜

　

天

不

四

年

四

月

十

七

日

＜

」

酌
］
露

ａ

）
為

寓

ド

一
三

一一一七
号

団

「＜
駿
河
國
安
倍
郡
貢
上
甘
子
口
□
〔即
肝
口
　
賓
象
元
年
十
＝

＝

二

月

＜

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

囀
�
館

露

卜

昌

一
三

一一一八
号

閉

「＜
釘
大
小
井
三
百
□
ｘ
　
　
　
　
（氏
）×
遇
滋

Φ８

二
≡
死
号

Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
〔司
ヵ
〕

団
・
符
造
酒
□

ｘ

８
Ｐ　
二
三
九
三
号

「　
　
　
　
　
　
　
若
湯
坐
少
鎌

造
酒
司
符
　
長
等
犬
甘
名
事

日
置
葉

〔参
己

「直
者
言
徒
給
状
知
必
番
日
向
□

「監
物
史
生
等
謹
啓
　
酒

一
二
合
」

「右
依
望
鹿
分
　
□
以
状
　
　
　
」

「＜十
一月
十
六
日
水
汲
醐繰峻縮路販師跳嶋」

〔奈
力
Ｘ

マ
マ
）
（
マ
マ
）

〔車
力
〕

コく　　一熱繭獅幹嶋一　一哄帥鼎理都論跡呂一　　　　」
］∞Φ×］⇔×、　ｏ∞∞　一一二〓一七丹ャ

「親
王
八
升
　
一二
位
四
人

一
斗

一
升
」

「
伎

人

六

升

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」

心
］
溢

⇔
添

ｏ
諄

二

一
西

○

号

硼
彙

酒

五

升

己
上
大
殿
祭
料
」

当

一
一升
』
　

　

　

」

全
］ｅ
×
Ь
×
∞

魚
μ　
三
二
四
一
号

「尾
張
國
中
嶋
郡
石
作
郷
」

「酒
米
五
斗
九
月
十
七
日
」

⑫

「＜
両
村
郷
御
酒
米
五
斗
＜
」

騨心
×
葛
×
ω

⇔言
　
一〓
一五
一
号

Ｐ溺
×
出
×
ф

需
ド　
三
二
五
二
号

（３
ｅ
ｘ
協
×
∞　
Ｐ
ド
　
三
二
三
四
号

μ
『
『
×
∞
卜
×
卜
　
ｏ
μ
ド
　

一
〓

〓
二
五

号



1977年以前出上の木簡(三)

「
＜
山

田
郡
建
侶
酒
部
枚

夫
赤
米

＜
」
ａ
Φ）
巡
兄
枷

「
＜
氷

上
郡
井
原
郷

上
里
赤
楊

米

五
斗
」

「＜
上
五
戸
語
部
身
　
　
　
　
　
　
　
」

μ
Φ
ｏ
×

∞
ｏ
×

∽

「播
磨
國
赤
穂
郡
大
原
□
」
．

「五
保
秦
酒
虫
赤
米
五
斗
」
　

　

　

ドいギ
〕ガ
∞
屋

「美
作
國
勝
田
郡
豊
國
琶

「　
　
春
米
六
斗

　

　

」
　

　

　

（懸
道
溢

目

「＜
備
後
國
御
調
郡
　
」

「＜
諌
山
里
白
米
五
斗
」
　
　
　
　
　
μ卜露
］］溢

ｏ出

「＜
八
弁
郷
春
御
酒
米
五
斗
＜
」
　

　

畔Φ露
〕］汰

ｏ解

軍
備
前
國
海
細
螺
　
御
贄

一
斗
」
　

ド∞ｏ巡
卜溢

０駕

「青
郷
御
贄
伊
和
志
賭
五
升
」
　

　

『「×
μ算
∞
昌

「＜
紀
伊
國
元
漏
郡
進
上
御
贄
醸
鯛
八
升
＜
」

ド∞∞×
中『×
卜　
ｏ∞ド

「＜
筑
後
國
生
葉
郡
煮
塩
年
魚
卑
斗
式
升
奎立皇
一軍
＜
」

卜
『
］
Ｘ
］
ド
×
卜
　
０
∞
ド

３
μ　
三
二
五
三
号

Φ駕
　
一〓
一五
五
号

二
一三
全

号

二
三
六
一一号

二
一〓
全
一号

三
二
六
四
号

三
二
全

一号

三
二
全
一一号

三
二
八
五
号

三
二
八
七
号

「＜
清
酒
中
」

「＜
清
酒
四
斗
」

閣
≒
檜
若
立
汁
二
□
　
□
□
葉
二
荷

□
□

。
「　
　
□
団
側
団
蜘
　
員
前
薦
十
荷
葉
着
　
衰
等
賣
草
二
荷

ゃ獣
×
命
ｅ
×
∞

寓
μ　
三
二
四
三
号

四
ｉ
袖
女

『
一
と

「康
一
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
×
‘
×
中
篤
ド　
二
三
四
一
号

閉

「
正
月

ぇ
日
大
臣
家
毛
蒲

導
叱

＜
」

馬
ｏ
恙
露
い
国

一三
一一一七
号

以
上
が
第
二
二
次
北
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
の
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
木
簡
で
注
目
す
べ
き
第

一
の
点
は
、
造
酒
司
及
び
酒
米
、
酒
等
の
記
載
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
墨
書
土
器
に

「
酒
司
」
「
造
酒
」

「
酒
」

等
が
み
え
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
が
、　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
こ
Ｏ
地

域
で
検
出
し
た
井
戸
や
建
物
群
は
造
酒
司
な
い
し
そ
れ
に
関
係
す
る
施
設
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
木
筒

の
中
に
は
、
聖
武
天
皇
即
位
に
際
し
て
の
大
嘗
祭
に
関
す
る
木
簡
が
多
数
ふ
く

ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
働
は
大
嘗
祭
の
時
の
造
酒
司
の
供
神
物
料

で
あ
る
檜
、
真
前
葛
な
ど
を
書
き
あ
げ
た
も
の
で
、
大
嘗
祭
に
関
す
る
も
の
を

μ駕
×
β
じ
×
卜　
寓
�
　
二
三
一
九
号

〕ふ
×
示
×
い　
ｏ駕
　
一三
二
一
八
号



直
接
示
す
史
料
で
あ
る
。
ま
た
神
亀
元
年
銘
を
も
つ
木
簡
が
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
濤

で
、
∞
と
同
じ
く
第
二
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
こ
の
こ
と
が
大
嘗
祭
が
神

亀
元
年
、
す
な
わ
ち
聖
武
即
位
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
る
。

「
昭
和
３９
年
度
平
城
官
調
査
出
上
の
木
筒
」

財
研
究
所
年
報
し

「
昭
和
３９
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
概
要
」

『
平
城
宮
跡
昭
和
３９
年
発
掘
概
報
』

『平
城
宮
跡
出
土
木
簡
概
報
０
』

『平
城
宮
木
簡
二
』

一
九
七
四

・
五
年

９
　
関
係
文
献

田
中
　
琢

横
山
浩
一

工
楽
善
通

奈
良
目
立
文

化
財
研
究
所

同同

∩
奈
良
国
立
文
化

一
九
六
五
年

（同
右
）一九

六
五
年

一
九
六
五
年

（鬼
頭
清
明
）

第22次北調査検出井戸及び溝

第22次北調査木簡出土地点図




